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セールス視点での地域課題
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１. ”ウリ“の精査

現状の整理と来年度の取組み方針案

現状（令和７年度）

◼ コンテンツの複合化
ウィンターシーズンは「スノーリゾート」としてコンテンツがスノー市場において
十分成立するという評価を得た。グリーンシーズンのコンテンツを開発し、
ウェルネス＆ネイチャー市場を狙う。

◼ 受入環境整備（ヒト、アシの高付加価値化）
基礎的なスキルを得たガイドは存在するものの、高付加価値コンテンツを
顧客ニーズにマッチさせ、正しく語れるガイドが不足している。2次交通を
含め、地域DMCには地域課題の事業化が期待されている。

◼ 国内ナショナルDMCとの連携
特にグリーンシーズンのコンテンツは個々の取組となっており、マーケットイ
ンの視点で複合化させた磨き上げが必要である。

◼ 海外高付加価値層向けの認知向上
ウィンターシーズンの目的地としての認知をきっかけに、東北全体でグリー
ンシーズンでの再訪を促す取組が必要である。

令和８年度の取組み方針案

◼ コンテンツの複合化
既存コンテンツの磨き上げ＋グリーンシーズンの追加コンテンツ開
発によるセールスを強化する。

◼ 受入環境整備（ヒト、アシの高付加価値化）
高付加価値ガイド育成のためのプログラムの検証と２次交通の
導入検証を通じて地域課題の事業化策を立ち上げる。

◼ 国内ナショナルDMCとの連携
グリーンシーズンを中心に、国内ナショナルDMCと連携してセール
ス体制を強化する。

◼ 海外高付加価値層向けの認知向上
海外展示会及び商談会を通じて、高付加価値層向けのプロ
モーション活動を展開する（直販の強化）。ウィンターシーズンを
契機に、既存市場の豪州及びアジア、戦略的市場である欧米
での認知を高めて、グリーンシーズンを含め販路を拡大する。

コンテンツの開発と精査について、フェーズ毎に取り組むべき方向性
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テストマーケティングによって明らかになった課題と対応
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１. ”ウリ“の精査

ターゲットとする市場特性と課題

◼ 商談会(B2B、B2C)
＊欧州イースター需要（都市＋桜＋雪）

◼ 海外旅行代理店の招聘と現地でのPR（本気度）
◼ 国内ナショナルDMCとの連携強化（複合化、ルートづくり）

スノー市場
ウェルネス&

ネイチャー市場

スキー
スノーボード

ハイキング
トレッキング
サイクリング

桜（長期）
紅葉

ゲレンデ
バックカントリー

郷土料理
ガストロノミー

漆器

ヒトとの交流

✓ 施設・設備の充実
✓ ヤドの充実（客室規模）
✓ 地域内アシの確保

✓ メディア露出による知名度向上
✓ 誘客イベント

課題

◼セールス課題
✓その他の課題

地域課題の事業化による対応

課題①

ヒト

課題②

アシ

課題③

ヤド

課題④

ウリ

⚫ 地域版ガイド制度
⚫ 八幡平カレッジ（教育プ

ログラム、就業支援）

⚫ オンデマンド配車
⚫ ライドシェア

⚫ キャパシティ拡充
⚫ 客室の高付加価値化

⚫ コンテンツ高付加価値化
⚫ ルートづくり(広域連携)DMO

D
M
C

インバウンド
旅行者

旅行代理店
トラベルプランナー

FIT

ヒト、アシ、ヤド、ウリそれぞれの地域課題を
DMCが中心となって事業化し対応していく
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対策①：高付加価値化に求められる人材の確保
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八幡平市版ガイド育成・認定制度

知識・経験量に応じてグレード分け（ガイドランク）を行いつつ、志望者がステップアップして行ける環境をつくる。

八幡平及び周辺地域における自然・文化・暮らしを深く理解し、特にインバウンド旅行者を対象に安全かつ高付加価値な体験を提
供できるガイド人材を体系的に育成・認定する。地域資源を「案内できる人」が増えることで、地域全体の観光価値向上、滞在型・
通年型観光の推進、サステナブル（持続可能）な地域産業の基盤形成を図る。基礎スキルと専門（フィールド）スキルに応じて
ガイド資格を認定する。

1. 制度導入
の目的

2. 制度骨子
(案)

グレードの定義

認定基準*

分類

ステージ 登録ガイド マスターガイド**認定ガイド

八幡平地域の理解
ガイド基礎知識の習得

→インバウンドガイドに必須の基礎知識を有する

分類横断で広く八幡平の知識の習得

講座受講後の筆記試験実施による
八幡平地域性の理解、ガイド基礎知識の習得が

確認できた者

ネイチャー＆
トレッキング

フィールドワーク、ワークショップ含む
全カリキュラム終了後、

筆記試験およびガイド実技試験に合格した者

※認定後、認定分類から実務への従事を想定

カルチャー＆
ヒストリー

対象
八幡平でのインバウンドガイドに興味がある者

居住エリア・国籍・ガイド経験不問
登録ガイドおよびこれに相当する知識を有する者

居住エリア・国籍・ガイド経験不問

ファーム＆
サステナブル

各分類ごとの専門性と実務

研修実施方法* 座学（オンラインE-learningを積極的に導入） オフライン（フィールドワーク、ワークショップ）

検討中

認定ガイド3分野の知識及び
数年間ガイド経験を有する者

八幡平ガイドのロールモデル
登録・認定ガイドの育成を担う

検討中

なし
※3分類横断的な八幡平と

ガイドに関する知識・経験を前提

*研修講師・認定試験担当者については、それぞれの内容に鑑みて適した人材を選び、八幡平エリアおよび周辺地域外からも招聘する想定（詳細来年度検討）

**マスターガイドの制度詳細については来年度以降検討を深化。

※研修・認定プログラムの提供は制度立ち上げ時は日本語での実施を想定。中期的には外国籍履修生のために、外国語での実施についても視野に入れる。

２. DMC機能~地域課題の事業化~
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対策②：関連産業における人材の確保
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人材育成エコシステムプラットフォーム構想「ハチカレ（八幡平カレッジ）」

〜八幡平で暮らしたい、働きたい人が必要な情報・知識を届ける学校〜
人材の受け皿となる産業が、カレッジの出口（就業機会）を用意
産学官が協働で人材を育成し、産業としての成長を支援する。

八幡平での人材確保と活躍機会の創出を両輪で行うプラットフォーム構想

産業体験 / 就業研修 / インターン受入れ / 就職機会

地域

修了後
の出口

盛岡・八幡平広域圏

農業

秋田県
仙北市/大館市/北秋田市/鹿角市

青森県
八戸市/十和田市/弘前市

林業
観光ガイド業
インストラクター

サービス
宿泊業

地熱 製造・加工業

民間企業
（地域内/地域外）

プラット
フォーム （仮称）八幡平カレッジ（ハチカレ）

「知りたい、学びたい、遊びたい、暮らしたい」をかなえる
八幡平のファンを増やし、産業を支える人材プラットフォーム

移住促進

関係人口創出

観光地域づくり基金

Iターン 海外
（インターンシップ/留学/WH）

学校
（専門/大学/短大/専門 等）

Uターン
人材

流入元

企業版
ふるさと納税

企業奨学金

➢ 地域と企業の連携事業
➢ サービス系学科コース*1として設定
➢ 単位制で就学実績を八幡平市が認定
➢ リアル＋オンラインで社会人も受講可能
➢ 実習をアルバイト化

*1 …2年目は実習を想定

賃貸住宅事業者
アフォータブル

住宅

八幡平カレッジ 全体構想

２. DMC機能~地域課題の事業化~
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課題／対策：二次交通事業者の組成
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【現状】 盛岡駅・各空港からのアクセスがボトルネック。

• 既存の公共交通だけでは、インバウンド富裕層やFITのニーズに十
分応えられていない。

• 特に大きな荷物を持った新幹線移動の負担や、主要駅からエリア
内への移動手段の不足が訪問の大きな障害となっている。

• 現状の送迎サービスには効率性の面で改善の余地があり、高付加
価値層からは、高級車両と多言語対応ドライバーを組み合わせた
専用送迎の要請が強く出されている。

• 東北新幹線の荷物スペース不足や空港からのアクセス改善が、延
べ宿泊者数の増加に直結する重要な課題として指摘されている。

【対策】 「コミューター組合」の設立とライドシェア活用。

• 宿泊施設や交通事業者が連携して「コミューター組合」を設立し、
日本版ライドシェア事業を展開する案を推進。

• ガイドが運転を兼ねることでプログラムとして販売し、移動中も地域
情報を伝えて付加価値を提供する。

• 多言語Web予約サイトを活用してシームレスな手配を可能にし、
公共交通との結節点として機能させる。

• 10席以内の車両を活用することで公共交通と重複しない柔軟な
運行を実現し、移動の課題を「地域の魅力を伝える体験価値」へと
転換することを目指す。

【既存のバスサービス（八幡平市）】
・八幡平・安比高原シャトル
・仙台空港 安比シャトル
・八幡平自然散策バス
・団体向け貸切バス など

【新設ライドシェアサービス(案) 】
・運営主体は自治体/DMO/組合
・運行管理はバス・タクシー事業者
・予約サイトはDMC
・ドライバーは一般から募集
・車両は個人・企業所有 など

【レンタカーサービス(案) 】
・レンタカー会社と連携
・市内に事業所新規開設
・宿泊施設への配車サービス など

グローバルに対応したWeb予約サイト（多言語サイト・各予約サイトと連携）

宿泊予約と合わせて、バス/ライドシェア/
レンタカーをシームレスに手配

拡充 拡充

地縁団体 コミューター組合（仮）

二次交通ニーズ

販売

手配登録 手配登録 手配登録

インバウンドグループ旅行 インバウンドFIT 国内旅行

２. DMC機能~地域課題の事業化~

八幡平市観光協議会 事務局 一般社団法人八幡平観光協会 観光庁：地方における高付加価値なインバウンド観光地づくり事業 令和7年度実証事業



課題・対策：宿泊体制、高速輸送能力の強化
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３. ヤド確保

【ヤド課題】 2030年、エリア内で約7,300人泊の供給不足。
国内外国人宿泊者数の目標値をもとに、東北運輸局管区の現在の比率からエリアの受け持ち数を試算。
（八幡平エリア及び周辺地域におけるヤドに係る重回帰分析）

（参考）国内全体
外国人延べ宿泊者数

八幡平エリア
供給可能人泊

3,600万人日

9,542人泊

6,000万人日

16,898人泊

現状 2030年

7,356人泊

現状からの不足分

客室稼働率 60~70%で試算するとおよそ60~120室増加が必要。

施設換算：およそ２〜４施設

■北東北でインバウンド受入を拡大するための方策
➢ 人手不足への対策（オーバーツーリズム対策、外国人雇用の促進（短期ビザの要件緩和））
➢ 広域高速交通網の拡充：地方空港への直行便、東京羽田・成田空港及び東京駅の枠拡大（1次交通の利便性向上（地方空港への直行便の

拡大））
➢ ヤド（客室の高付加価値化：面積、内風呂、コンパクトな動線）、ガイド、アシの拡充

八幡平市観光協議会 事務局 一般社団法人八幡平観光協会 観光庁：地方における高付加価値なインバウンド観光地づくり事業 令和7年度実証事業

◼ インバウンド流動分析から、既存の観光集積地を主たる
拠点として想定する（青森県弘前市、八戸市・久慈市・
宮古市（みちのく潮風トレイル基点地）、十和田湖（環
境省ホテル誘致計画）、大館市（AT拠点）、盛岡市及
び八幡平市（既存集積の高度化）。

＊新規施設：Azuma Farm Koiwai
（24室＋レストラン棟、雫石町2026年春開業予定）、
寺泊最勝院（青森県弘前市、１室（4~5名））、
Canteen&Micro  Hotel”Uqui”（青森県十和田市,３室）

新規開業プロジェクトや、スモールラグジュアリーな宿泊施設の
動きを加速させ、既存の温泉旅館や中級ホテルのリノベーショ
ン＆リブランド、ペンションの1棟貸し等の選択肢を維持・拡充
し、エリア全体の収容力を高める。

【2024年】

＜現状1.4％の場合＞
6000万人×1.4%=84万人（36万人↑） 東京→東北への移動（16%） 5.8万人

＜3％増の場合＞
6000万人×3％=180万人（132万人↑） 東京→東北への移動（16％） 21万人

⚫ 新幹線利用が主流である東北観光において、新幹線の輸送余力がないことから、地方空港の活用
促進が必要である。

⚫ 仙台を高付加価値旅行の拠点として育て、仙台からの2次的周遊を高めることで北東北での滞在
性を促す。

【アシ課題】 既存広域高速交通体系の輸送余力がひっ迫。



高付加価値インバウンド広域連携のあり方
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４. 体制強化

実効性ある広域連携に向けた２つのアプローチ ＜提案＞

広域連携の実効性を上げるためには、「地域ブロック」または「モデル観光地」などの小単位で進めることが有効
➢ （一社）東北観光推進機構のマネジメントエリアは７県約81,000㎢におよび、広域連携DMOの中でも最大級
➢ エリア全域を対象として一斉に進める手法は、 多くのステークホルダーの合意形成と事業スピードの観点から困難

① 「地域ブロック」などの小単位へ分割する手法 → 「地域ブロック型」
② 「高付加価値インバウンド観光地づくり事業のモデル観光地」が先行的に連携を開始する手法 →「モデル地域連携型」

のいずれかが現実的なアプローチになる

八幡平及び周辺地域 エリア

山形 エリア

佐渡・新潟 エリア

地域ブロック型とモデル地域連携方型の比較

地域ブロック型
• 近県のためルート設計が容易
• 県単位であるため行政との調

整が行いやすい

モデル地域連携型

• 観光庁の施策＝モデル地域と
一致している

• 高付加価値市場への取り組
みを先行して開始している

• モデル地域から周辺への横展
開が狙える

• インバウンドの動線は、県境と
は無関係（文化や体験など
「関心」を軸に移動）

• 各県の方針の違いなど調整に
時間がかかる可能性

• モデル地域以外の県やエリアと
の不公平感、負担感の調整
が必要

アプローチ メリット デメリット

モデル地域を東北6県+新潟県におけるインバウンド誘客のエンジンとして位置
づけ、周辺エリアに波及を促す仕組みづくりも需要。広域連携の基礎となるルー
ト開発を行い、拠点育成に努める。

八幡平市観光協議会 事務局 一般社団法人八幡平観光協会 観光庁：地方における高付加価値なインバウンド観光地づくり事業 令和7年度実証事業

広域連携（東北6県+新潟県）とモデル地域
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４. 体制強化

ラグジュアリーマーケットへの販売・ランオペ体制を含む地域経営主体の構想

第１層

高付加価値インバウンド観光推進体制

第２層

第３層

県・市町村

広域連携DMO

広域DMC
基 金

（仮称）

• 企画／調整
• ファンド事業(組成/アレンジ/モニタリング/報告)
• 経営支援

地域連携DMO 地域DMO

案件別マネジメント

方針

統括

実施 出資・融資

連携

方針提示

資金調達

公的機関

地域金融機関
（金融ネットワーク）

民間企業

補助金等

活動支援

LPS:投資
事業有限
責任組合

地域DMC

事業会社
A

事業会社
B

事業会社
C

大きくは「方針」「統括」「実施」の３層構造で役割を分け、高付加価値インバウンド観光を推進していく

八幡平市観光協議会 事務局 一般社団法人八幡平観光協会 観光庁：地方における高付加価値なインバウンド観光地づくり事業 令和7年度実証事業

＜例＞
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5. 高付加価値インバウンドが地域に及ぼす効果

１年間での総効果は63億円ほど。就業誘発は910人。

国内・海外からの観光流入のうち、高付加価値インバウンドが当モデルエリアにもたらす経済効果と雇用を推計算出。
第一次波及効果は54億4500万円。総効果は63億1000万円と算出された。
就業者誘発量は、第一次波及効果で839人。総効果では910人と算出された。

八幡平市観光協議会 事務局 一般社団法人八幡平観光協会 観光庁：地方における高付加価値なインバウンド観光地づくり事業 令和7年度実証事業

波及効果 第一次波及効果 計
（直接効果＋間接効果）

総効果
（第一次+第二次波及効果）

生産誘発額 54億45百万円 63億10百万円

波及効果倍率* 0.9613 1.1140

雇用者所得誘発額 18億47百万円 20億53百万円

就業者誘発量 839人 910人

八幡平市の高付加価値宿泊施設におけるインバウンド高付加価値旅行者の売上額より、経済波及効果を算出したもの。売上
数値は2023-2024シーズンのものを参照した。

*... 波及効果倍率は、各項目の金額が需要増加額（Ａ）に対してどれだけの倍率かを表しています。

〔平成27年岩手県産業連関表（102部門）による試算〕
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4月

6. 八幡平エリア及び周辺地域 今後の取組

コンテンツ連携に広域的ルート開発、ヤド適地配置促進

■施策1：ウリ・販売強化（広域・長期滞在に資するルートづくり、販路強化）

検証

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

育成カリキュラムの作成 就学プログラムの展開（オンライン、フィールド） 検証

広域連携の促進

マスタープランのブラッシュアップ

インド
現地セールス

北米地域
文化展示会

◆海外商談会
Snow Travel Expo
＠シドニー、メルボルン

◆海外商談会
Snow Show
＠ロンドン

◆海外商談会
台北国際旅行博、日本東北遊楽日（台湾）
FITフェア（タイ）

八幡平市観光協議会 事務局 一般社団法人八幡平観光協会 観光庁：地方における高付加価値なインバウンド観光地づくり事業 令和7年度実証事業

海外展示会、商談会での直接販売

国内旅行代理店を通じた海外マーケティング 海外旅行代理店、KOLツアー

■施策2：地域課題の事業化（地域DMC育成）

磨き上げ
（ウリ）

販路形成
(コネ)

人材育成
（ヒト）

２次交通
（アシ）

受入環境
(ヤド)

体制強化
(広域連携)

主なイベント

施策2-①：高付加価値ガイド育成に係る八幡平カレッジ（仮称）導入の社会実験

有償化など事業方策の検討（対象、金額、受入体制） 出口戦略の立案

施策2-②：高付加価値アシに係る２次交通導入の社会実験

オンデマンド配車システムの検討して（路線、時間、価格）

ランドオペレーター立上げ支援に係る調査

検証

■施策3：体制強化（マーケティング、マッチング、ヤド確保計画）

■施策4：マスタープランの改訂・KPI測定
その他
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